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イスラーム美術と日本の芸術家
―岡ా三郎ॿ，児島虎次郎，本٢ݑをめ͙って―

ח ా ༝美子

1 ɽ͡Ίに

にڹҎ߱に，欧ถの芸術家がイスラーム美術・建築から受けた影ل19ੈ

ついては，さま͟まͳ研究がͳされてきた。また，欧ถでイスラーム美術

がͲのようにऩू・展ࣔされ，研究されてきたのかについても໌らかにさ

れているᾇ。日本においても近年，イスラーム美術の受༰についてߟが

ͳされているᾈ。චऀも，建築家のҏ東太がイスラーム美術・建築を日

本に心にհし，日本にもイスラーム風建築が作られていたことをじ

たᾉ。しかしͳがら，イスラーム美術・建築が，日本の芸術家にٴ΅した

ᾇ　8JMMJBN�(SFFOXPPE� BOE�-VDJFO�EF�(VJTF� FET�� ┍┲┷┴ired b┽ ┸┬e ┉a┷┸⓾ ┌┳┻ 
┸┬e ┍┷la┱i┧ ┛┳rld ┍┲╔ue┲┧ed ┛e┷┸er┲ Ar┸� 5IF� #SJUJTI� .VTFVN� -POEPO�
2019��4UFQIFO�7FSOPJU�FE��┈i┷┧┳┺eri┲┫ ┍┷la┱i┧ Ar┸⓾ ┗┧┬┳lar┷⓰ ┇┳lle┧┸┳r┷ a┲d 
┇┳lle┧┸i┳┲┷� ⓵⓼⓹⓴-⓵⓽⓹⓴� *�#�� 5BVSJT� /FX� :PSL� 2000�� -JOEB� ,PNBSP⒎� FE��
┉x┬ibi┸i┲┫ ┸┬e ┑iddle ┉a┷┸⓾ ┇┳lle┧┸i┳┲┷ a┲d └er┧e┴┸i┳┲┷ ┳┪ ┍┷la┱i┧ Ar┸� 	"ST�
0SJFOUBMJT�WPM��30
�2000��#FOPÎU�+VOPE�FU�BM��FET��┍┷la┱i┧ Ar┸ a┲d ┸┬e ┑u┷eu┱⓾ 
A┴┴r┳a┧┬e┷ ┸┳ Ar┸ a┲d Ar┧┬e┳l┳┫┽ ┳┪ ┸┬e ┑u┷li┱ ┛┳rld i┲ ┸┬e T┻e┲┸┽⓱┊ir┷┸ 
┇e┲┸ur┽� 4BRJ� -POEPO� 2012�� 'SBODJOF� (JFTF� FU� BM�� FET�� ▇ l╃┳rie┲┸ale⓾ 
┇┳lle┧┸i┲┫⓰ ┈i┷┴la┽i┲┫ a┲d A┴┴r┳┴ria┸i┲┫ ┍┷la┱i┧ Ar┸ a┲d Ar┧┬i┸e┧┸ure i┲ ┸┬e 
┒i┲e┸ee┲┸┬ a┲d ┉arl┽ T┻e┲┸ie┸┬ ┇e┲┸urie┷�#SJMM�-FJEFO�2020ͳͲ。
ᾈ　ຟ༑子「日本とイスラーム美術」羽ా正ฤ『Ϣーラγアにおける文化のަ

ྲྀとసม』東ژ大学東༸文化研究所，2007，97-104頁ʀਆాҘ「1950年代初಄
に࢝まる「ペϧγϟ」ಃث画の੍作についての一ߟ―画家たちはԿを「ペϧ
γϟ」ಃثとೝࣝしていたのか」『美術࢙』37（2021），27-42頁。
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影ڹについては΄とんͲߟされていͳい。

近ݱ代の日本の画家や工芸家の作品を見ていくと，ࢥいがけͣ，イスラ

ーム美術・建築との関࿈を見出すことがある。そのようͳ関࿈を୳ってい

くと，これまで΄とんͲられていͳい，日本の芸術家とイスラーム美術

とのかかわりがුかび্がってくる。本ߘでは，画家の岡ా三郎ॿ，児島

虎次郎，工芸家の本٢ݑを取り্͛，൴らがイスラーム美術や建築にԿ

を見出し，Ͳのようͳҙਤでそれらを学んだり，हूしたりしたのか，ߟ

。する

ù ɽԬాࡾॿ

ù - 1 　ԬాのूΊͨイスラームݍのܳ品

岡ా三郎ॿ（1869-1939）は，日本近代༸画のൃ展にݙߩした画家とし

て有໊だが，工芸にもܮが深く，さま͟まͳ工芸品をहूしておりᾊ，

そのͳかにはイスラーム圏の布（ਤ ø ）や工芸品，家具もؚまれている。

岡ాは1897（໌30࣏）年から û 年ؒ，西༸絵画の研究のため，文෦ল留

学生としてϑランスに留学したᾋ。そのࡍ，絵画のࡐྉにする目見で྾

に興味を持ち，リヨンのത物館ͳͲをまわるうちに྾のؑそのものをָ

しΉようにͳったというᾌ。留学தにはパリのࠎ౹ళやݹ྾ళを訪れて，

ペϧγアのಃثやછ৫品を見ておりᾍ，ペϧγアの工芸品に関心を寄せて

いたことがうかがわれる。

ᾉ　ాח༝美子「近ݱ代日本とイスラーム美術・建築―そのհऀとしてのҏ東
太」『ܚጯٛक़大学日ل٢ཁ　人文Պ学』37（2022），99-125頁。
ᾊ　大۱ҝ三，⁋Ӭฤ『画人　岡ా三郎ॿ』（य़ௗ会，1942）は，生前の岡ాを

る人ʑが寄ߘした文ूで，そのͳかで༸画家のాᬑࢸは「趣味家としてहू
家としてのઌ生はに有໊ͳものであります」とड़ている（40頁）。
ᾋ　岡ాの生֔については松本一『岡ా三郎ॿ』ࠤլ城本ؙྺ࢙館，2011をࢀ

র。
ᾌ　岡ా三郎ॿ「྾のहूにबいて」『தԝ美術』11 - 2 （1925），58-63頁，特

に58-59頁。
ᾍ　岡ా三郎ॿ「྾のԱひ出　そのೋ」『時代྾』݄報2 ú ߹ซ߸（1932）， ü 頁。
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大ಓ߂༤は「ೋ度目の༸行をせられた時巴里で大ࢁあちらのݹ྾ྨを

ೖखせられて帰られたがࢲもお࢈にペϧγア྾のいろいろをগしͮつ

ଷしたものである」とड़ているᾑ。岡ాとともに『時代྾』を出൛した

行会の後౻真太郎も「ઌ生はץӈๅ࠲
㈜㈭ㇹ㇢

っړきで巴里でもํʑを྾がࢩ

てਵいʍものをहめてډられる」ᾒとड़ջする。岡ాࣗ，パリでペϧ

1930（ত ü ）年のೋ度目の渡欧

では，パリやイタリア，東欧，トϧ

ίͳͲを旅して，֤छの྾をूめ

たᾎ。イスタンブϧではトプカプٶ

఼や美術館，モスク，άランυ・ό

ザーϧͳͲを訪れておりᾏ，イスラ

ーム美術へのཧղを深めたにちがい

ͳい。岡ాがहूした，ペϧγアや

インυ，エジプトのものをؚΉੈք

֤の大ͳ数の྾はࢄҳしたが，

いまも一෦がݱଘするᾐ。

岡ాはペϧγアの布を特にΈ，

ᾎ　『画人　岡ా三郎ॿ』113頁。
ᾏ　岡ా三郎ॿ「トϧίճ」『ݱ代美術』ú - 10（1936），40-45頁。1930年に「イ

スタンブーϧの༦」としてモスクを描いている。⁋Ӭฤ『岡ా三郎ॿ作品
ू』美術ॻӃ，1946，OP��87。
ᾐ　『画人　岡ా三郎ॿ』115-116頁から，イタリアやブϧΨリアのもの，ίプト

྾，カγϛーϧ৫，தࠃ・ேのものͳͲ，さま͟まͳ྾をूめていたことが
わかる。その一෦は，松ࡔ，高島，ԕࢁ記೦館ͳͲに伝わった。『松ࡔ　
60年࢙』松ࡔ，1971，68-69頁ʀ渡ล७子「岡ా三郎ॿとඦ՟ళ」『カϨント
ひろしま』313（2011），25-27頁ʀਫ্Յ代子「྾をहめる―ԕࢁ記೦館ଂに
Έる岡ా三郎ॿのછ৫品ίϨクγϣンより―」『ངかͳಓఔ』ঁ子美アートϛ
ϡージアム，2003，54-57頁ʀそ͝う美術館΄か『౻島ೋ・岡ా三郎ॿ展』
2011，134-135頁。
ᾑ　『画人　岡ా三郎ॿ』97頁。
ᾒ　ಉॻ，114頁。

図 1 �　岡田三郎助旧蔵，ペルシア裂，�
イラン，18-19世紀頃，遠山記念館
所蔵（中近東－染－25），筆者撮影
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γア྾を୳していたところ，അ具০としてわれる，ङྌ文がΈにਤҊ

化されたペϧγアの௲৫を見つけたが高ֹでങ͑ͳかったことが੯しまれ

る，とճސしているᾓ。

岡ాのペϧγア྾のଟくはւ֎でٻめたものとࢥわれるが，ࠃ内でೖख

することもあった。ϑランス人の美術エϧマン・デϧスχスとともに日

芸術ࣾ（1931年ղࢄ）をઃཱしたాࠇ心によると，「༌ೖしたペϧγ

ヤ工品のதにݹ代྾があつた߹にはよく来られそのうち数をおৡり

した」ᾔという。

岡ాは，྾には「時代，ຽ，ࣗવ，৴ڼ，҃ひは文化ަྲྀの跡とӠ

;風ͳものがいͮれもよくにͫΈ出してΙる」と͑ߟ，ϰΣネνアのビロ

ーυについても「近東諸ࠃとのަқによって，ఱԼのがϰΣネνアにू

まったࠒの༷子がまことにしのばれる」ᾕとイタリアとイスラームとのか

かわりをత֬にࢦఠするͳͲ，છ৫品への深いཧղがあったことがかる。

岡ాのहूのൣғはひろく，ペϧγアのタイϧや，カージϟーϧேペϧ

γアのখ（ԕࢁ記೦館所ଂ，ਤ 2 ）にまでٴんでいた。アトリエは，日

本やதࠃのછ৫品にՃ͑て「アラビヤの大น掛」や「印度のࣿߋ」，「タπ

ϐー」すͳわち絨毯，ペϧγア布ͳͲで০られていたᾖ。それらがアトリ

ᾓ　岡ా三郎ॿ「྾のԱひ出　その三」『時代྾』݄報 ü （1932），13頁。
ᾔ　『画人　岡ా三郎ॿ』189頁。
ᾕ　岡ా三郎ॿ「きれにबいて」『東ཅ』 ø - ú （1936），23-24頁。

図 2 　岡田三郎助旧蔵，小刀，イラン，19世紀頃，
遠山記念館所蔵（中近東－染－39），筆者撮影
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エ一ഋに積まれ，ฒられ，「訪ऀの࠱るҜ子もクッγϣンもෑ物」も

हू品だったというᾗ。࠺の岡ాീઍ代によるฤ「絵の具ശ」に出てく

る画家は，岡ా三郎ॿがモデϧとされるがᾘ，その画ࣨには「௲͗߹せの

物のݹ
㈊ ㈭ ㇵ

面に絨毯を࠲，ଂ品にはچ絨ᔀ」がෑかれているᾙ。岡ాのݹࣖ

ுったイスラーム圏のҜ子もؚまれていたᾚ。हू品は絵画にも取りೖれ

られており，1935（ত10）年の「ད්」（ࠤլཱݝ美術館ଂ）では，カ

νとচが৭やかͳ絨毯に෴われ，ঁੑのഽの白さをҾきཱてている⚦。

ù - ù 　ԬాとܳɾਤҊとのかかわり

岡ాは生前，工芸美術や工芸ਤҊのࢦಋऀとしてもくೝࣝされており，

1913（大正 2 ）年から1917（大正 ý ）年までলਤҊٴԠ༻作品展覧

会৹ࠪҕһをୗされ，൩年まで工芸৹ࠪҕһ会ҕһをめた⚧。

1922年には『工美術ࣨٴ内০』を出൛し⚨，そのͳかで，工芸美術

を「われわれの日ৗ生活とつことの出来ͳい，生活その物ͳのであ

ᾖ　406「アトリエ訪記　岡ా三郎ॿ氏」『アトリエ』 2 - ø （1925），98-100頁。
岡ాچଂの༡ຽのା物がԕࢁ記೦館に伝わる（த近東ʵછʵ56）。
ᾗ　『画人　岡ా三郎ॿ』110-111頁。
ᾘ　ࠤլཱݝ美術館『岡ా三郎ॿ　エϨΨンス・オブ・χッϙン』2014，165頁。
ᾙ　岡ాീઍ代『絵の具ശ』Ṹࢁॻళ，1912， ü 頁。
ᾚ　「岡ా三郎ॿઌ生हू工品展覧会」（1940年 ü ݄，日本ڮ高島開࠵の展覧

会およびൢച会のカタロά） þ ൪。これは大۱ҝ三ฤ『岡ా三郎ॿहू　工
ਤේ』1940，࠲ӈๅץ行会，23頁にもࡌܝされている。

⚦　この絵画は『岡ా三郎ॿ　エϨΨンス・オブ・χッϙン』115頁にࡌܝされ
ている。岡ాは所有する日本の৫物やண物をԿ度も絵画作品に取りೖれている。
ಉॻ，15ɼ76ɼ88頁をࢀর。岡ాの͑ڭ子のాݩ子の絵画にも，イスラーム
圏の布や絨毯，東ೆアジアのࣿߋが描かれている。『ངかͳಓఔ』17-18頁ࢀর。
その΄か，岡ా三郎ॿとしかったத澤ޫ߂のहू品にもイスラーム美術品が
あり，ࣗらの作品に描いたり，岡ాの展覧会にିし出したりしている（『生誕
140年　த澤ޫ߂展』三ॏཱݝ美術館，2014，13，145-148ɼ151頁）。

⚧　松本一ฤ「岡ా三郎ॿ　年ද」『岡ా三郎ॿ　エϨΨンス・オブ・χッϙ
ン』198-205頁。

⚨　岡ా三郎ॿ『工美術ࣨٴ内০』，ॻ画ࠎ౹ॻץ行会，1922。
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る」⚩とઆく。またݱ代の工芸美術のঢ়گは，「ࠞಱとしてΙて，ະだ҃る

छのาௐをἧへてզが新興術のਐ展にਤらうとい;やうͳݱ象を見るこ

とは出来」ͣ，まだは「工美術をҎて一ݸのಠཱせる美術త෦と

ೝめてくれてΙͳい」とෆຬをද໌している⚪。さらに，「০美のओཁ

෦をめ」，「日ৗ生活に取つて最も大ͳ，つ最も൚ͳํ面」がࣨ内

০であるとड़る⚫。そのように͑ߟるがΏ͑に，ࣨ内をさま͟まに

০する優れた美術工芸品を数ଟく生Έ出してきたイスラーム美術にひかれ

たのであろう。

岡ాは早くから，日本のਤҊをվྑするඞཁੑを感じていた。1902（໌

日のਤҊքは「ੲしのものをม化さしࠓ，年の「ਤҊにबて」では（35࣏

てڐ;りで，ࠓ日の人の感じをݱはした「༷」とい;ものがにগͳ

い༷で，さうい;ものがࠓগし有つてもよいかとࢥはれる」とड़る。さ

らに，一෦のਤҊ家は，「ेにݹのࡐྉ正物を持つてډりら，その一

Օ人のࢲ有にอଘしてډり，ଟগਤҊとい;ํ面にはうとい;人のҝに

は，ൿしてډつてࣔさ͵ものがある༷である」が，それはさま͟まͳฐ

をもたらすため，「さうい;らしきຢは有໊ͳるܼ作物は，写ͳり

ͳりにして，ଟくੈのதにࣔされれば，ࠓ後の作にԙてඇৗͳるき

作物を得ることが出来る」⚬とじた。ここには，ݹく優れた工芸品を，

ଟくの人が目にできるようにすることで日本のਤҊの্をਤるという岡

ాの৴೦がද໌されている。

岡ాは工芸美術・০美術をൃ展させるための展覧会にҙཉを持ってお

り，1913（大正 2 ）年には「০美術にԙける大家は東ژにूつてډるの

であるから，ଖ結果としても東ژにੋඇྭのҝめの展覧会をىして，大

にこれらのൃ展をਤらͶばͳらͳいとは݉ͶがͶࢥつてډた」とड़てい

⚩　ಉॻ， 2 頁。
⚪　ಉॻ，211-212頁。
⚫　ಉॻ，237頁。
⚬　岡ా三郎ॿ「ਤҊにबて」『美術新報』 ø - ü （1902），36頁。
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る⚭。この時代のঢ়گとして興味深いのは，1915（大正 û ）年のল

工芸展覧会に，ペϧγアやインυからデザインをとったଳが出展されてい

ることである⚮。岡ాࣗも大正初ࠒには，イスラーム美術をࢥわせる২

物ਤҊをखがけている⚯。日本においても，ւ֎の工芸品をࢀরして新し

いデザインが生Έ出されていくಈきのͳかで，ҎԼに見るように，岡ాは

イスラーム美術品をؚΉւ֎の工芸品を展ࣔするのである。

ù - ú 　हू品のలࣔとࢦܳಋ

एいころから工芸品の੍作もख掛けていた岡ాは，ւ֎の工芸品が，日

本の芸術家にインスϐϨーγϣンを༩͑ると͑ߟていた。そのため1926年

から1939年まで，ࣗらのओ࠵する本ڷ絵画研究所において，ࣗやఋ子が

੍作した絵画作品だけでͳく，ւ֎のさま͟まͳ工芸品も展ࣔした。1926

年の展ࣔにはペϧγアಃثが，1928年の展ࣔにはಃ࣓研究ऀの原文次郎が

हूしたインυやペϧγアͳͲのࣿߋや絨毯，ペϧγアのタイϧͳͲがؚ

まれていた⚰。1930年には，カγϛーϧの大ᆵ（ۅ୩ચྡྷ所ଂ）やペϧγ

アのശ（ాُ೭ॿ所ଂ）がྻされた⚱。岡ా三郎ॿにࢣ事したΨラス

工芸のాؠ౻ࣣは，これらの展ࣔをࠎ౹บとධするऀがいることについて

「ࠓ工作をൃදするのػ会はあれͲも趣味をᔻཆし研究し得るのػ

会ͳき時に୯にこれをࠎ౹บとশするはӠはれͳきธ見とӠはͶばͳる

⚭　岡ా三郎ॿ「工美術にबて」『美術新報』13 - 2 （1913），76頁。
⚮　岡ా三郎ॿ「展のછ৫刺繍」『美術新報』15 - ø （1915），42-44頁，特に

42頁。
⚯　『岡ా三郎ॿ　エϨΨンス・オブ・χッϙン』147頁，ਤ൛146。
⚰　୩美อ「「工芸家」岡ా三郎ॿのޭ」『౻島ೋ・岡ా三郎ॿ展』138-

142頁ɼ特に140頁ʀઋ人ঠ生「本ڷ美術展を؍る」『美೭ࠃ』 û - ú （1928），
120-121頁ʀ岡ా三郎ॿ「ୈ ü ճय़美術展にबて」『美೭ࠃ』 ý - 2 （1930），
74-75頁。ୈ ø ճ（1926年）はݹ代֎邦ಃث，ୈ 2 ճ（1927年）は֎邦工
品・ۚ工品，ୈ ú ճ（1928年）は֎邦છ৫，ୈ û ճ（1929年）はே工品と
ಃ࣓ث，ୈ ü ճ（1930年）はൽֵ工芸品を展ࣔした。

『アトリエ』「य़美術展の内֎ൽֵ工のೋ三にबて」ࣣ౻ాؠ　⚱ þ - 2
（1930），139-142頁。
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まい」⚲としている。これは，岡ాのҙਤを代หしたものだろう。

この特ผ展ࣔをػܖに岡ాは，大۱ҝ三とともに『ݹ代֎邦ಃثਤේ』

（芸ࣾ，1927年）『邦工ू成　ۚ工・工೭෦֎』，（༸ࣾ，1926年ߑ）

ͳͲをץ行した。これにより，芸術家たちは日本にډͳがらにしてւ֎の

工芸品をࢀরすることができるようにͳったのである。大۱ҝ三は，本ڷ

絵画研究所が1927年に開࠵した「工ٴびۚ工によるࠃ֎தݹ時代の工

品」の展ࣔが，300༨りのւ֎の工芸品を֤ํ面からूめたもので，ま

るでαス・έンジントン美術館（ݱϰィクトリア・アンυ・アϧόート

美術館）ͳͲのւ֎の美術館のようであり，「զࠃには工に関する美術

館ͳく，ʜ欧भや印度ଖଞのࠃʑにবれる工্の作品を心Ώくばかり味

;ことはまことにۍշとするところである」とड़ている。そして，日本

の工芸家がਐาするためのࢿߟࢀྉとして大ม有ҙٛͳ࠵しであったと結

んでいる⚳。

文༷学ऀで画家のখ٢߃は，こうした岡ాのݙߩを「工にରし心

であられたҝめ，ઌ生がओ࠻されてΙた本ڷ༸画研究所の作品展覧会のあ

るຖに，ࢲඅをじて諸家のଂ品をआりूめて工展を開かれたり，学ऀ

にߨԋをґཔされたりして，ଖ度ൃץされた工ਤのྨは，よくઌ生

の趣味研究のఔ度をӐ;ことが出来，Օのࢿߟࢀྉとして工քからׇ

されてډた」とධしている。さらに「ઌ生を訪;͝とにੋછ৫のख๏

や文༷にबいてのޚઆ໌をഈௌし得たので文༷࢙の研究্にӹしたことも

গͳくͳかった」とճސしている⚴。この記ड़からは，岡ాと工芸との関

わりの深さ，છ৫のٕ๏・文༷への深いཧղ，また，ւ֎の工芸品をׇ

する工芸քへのݙߩが໌らかとͳる。

岡ాは，ࣗらのアトリエを訪れるଟくの͑ڭ子や人にहू品を見せる

ことによっても，ίϨクγϣンをཱてていた。ాؠ౻ࣣによれば，ఋ子

⚲　ಉ্。
⚳　大۱ҝ三「ࠃ֎工品の展؍」『美術新』 2 - ø （1927），22-23頁。
⚴　『画人　岡ా三郎ॿ』33-34頁。
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たちは岡ాのアトリエをຒめਚくすहू品から「学Ϳだけ学びٵऩするだ

けٵऩしようとした」という⚵。

ҙঊ෦は，「新αラ（の前ࡔ松）ళޖくことに1923年，いとうڻ

ηン༷」をછ৫品にԠ༻することをܾめ，その後 ú 年ؒはその༷が最

新ྲྀ行とͳったという⚶。岡ాが，イスラーム美術品をؚΉւ֎の工芸品

を展ࣔ・出൛し，工芸ࢦಋにਫ਼ྗをけていた時代には，日本の工芸のΈ

ͳらͣ，ϑΝッγϣンにまでイスラーム・デザインが取りೖれられていた

のである。

ù - 4 　Ԭాとイスラーム美術

工芸家のኍ松ޒ郎は，岡ాのおか͛で，ペϧγアやインυ，イスラー

ム美術への関心が開かれたとして「Կもかも日本ݹయをແ্のものとし，

ಙظをܧঝする໌࣏工ਤҊのچ౿を強ひられてΙたࢲは岡ాさん

の欧風ͳ趣味ੑのࢦຎをうけてᕙとしてそれにෝいたこと，౻原，ח

の΄かにペϧγヤ，印度，αラηン美術の૭を展いてํ࢛をோめたことの

，తͳがらこʍにॻきఴへてஔかう」⚷と記している。この記ड़はࢲをػܖ

岡ా三郎ॿのアトリエが，そこを訪れる芸術家に，イスラーム美術への関

心をݺびىこしていたことをࣔしており，ॏཁである。

イスラーム圏ではಃث，ۚ工，工，タイϧ，Ψラス，テΩスタイϧ，

絨毯ͳͲ֤छの工芸が高度にൃୡし，それらは14ੈلҎ߱，ヨーロッパに

おける美術工芸をൃ展させる一ॿとͳった⚸。イスラーム圏では絵画より

14『美術』「工と岡ాઌ生」ࣣ౻ాؠ　⚵ - ú （1939）30-32頁，特に31頁。֎
のようにあったという。これについては『画人　岡ా三郎ॿ』ࢁの美術ॻもࠃ
146頁をࢀর。

⚶　ॏࠨ子「松ࡔճڭ圏展覧会のपล」『大ࡕ大学ޠݴ文化学』12（2003），
179-191頁，特に187-188頁 �『松ࡔ60年࢙』，78頁。

⚷　『画人　岡ా三郎ॿ』267-268頁。
イス』「におけるイタリアとイスラーム美術لから16ੈل14ੈ」༝美子ాח　⚸

ラームҬ研究ジϟーφϧ』 ü （2013），51-64頁。
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も，工芸品やॻ芸術がんに੍作されていた。ҎԼに見るように，ాؠ౻

ࣣによれば，岡ాは優れた工芸品にՁをஔいており，それΏ͑にイスラ

ーム圏のখͳͲをहूし，また，絵画よりも工芸美を্ҐにҐஔけて

いた。イスラーム美術とのかかわりのでॏཁであるため，いがൈਮす

る。

ઌ生はද面だけの美しさだけではঝされͳかつた，けばけばしさや

ܰဨは最もまれͳかつたが，խͳもので強くஓで品がよくて্ख，

時にԼखで，ݹయで新ͳ，見てΙるうちにஈʑ美しさの込Έ্͛て

くるもの，こんͳものでͳくてはঝされͳかった，だからࣗͮと味

ひの深い，はだ͟わりのよい྾を࢝めとして工，ۚ工，ಃث，ࣣ

ๅ，ൽの৭ʑの工，ຢそれのࡐྉをΈに取り߹せ૯߹して作ら

れた近東諸ࠃのখのྨをहूされる༷にͳられたのはࣗવであつた。

絵にはこんͳ複ࡶͳ味のあるものはͳいから「絵はつまらん」とよ

くӠはれた。ʜʜઌ生はだからࣗવの؍と，画ࣨにうͮ高く積Έ্

͛られた৭ʑの工の物と物とがৢし出すॲの美を見出して画面にう

つしߋへられてډられたと見うけられた。工のもつ味ひは絵にはݱ

せͳいとまでӠはれて໊もͳい工人の作った工をݠḮしてָしまれ，

ٕ術や࣭感をよくཧղされた，だからहूせられたに߆らͣઌ生には

一ຕの੩物画がͳい，画けͳいとӠはれた。

これは֬かにઌ生は工美を絵画の্ҐにஔいてΙられたূڌであ

る。

工を؍せられたばかりでͳい，ۚ工や，ൽのࡉ工にΈであつ

た事は遺作展でޚ覧の௨りである⚹ɻ

このように，高໊ͳ画家でありͳがら，絵画よりも工芸に美しさを見出

⚹　『画人　岡ా三郎ॿ』275-276頁。ాؠ౻ࣣの文ষ。ઢはචऀによる。
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し，工芸の੍作と工芸・ਤҊڭҭにもܞわっていた岡ాにとって，工芸と

デザインが高度にൃ展したイスラーム圏の美術工芸は，ັྗతであったに

ちがいͳく，それΏ͑にイスラーム圏のછ৫品や工芸品ͳͲを心にहू

したのだと͑ߟられるのである。

ù - ü 　美術ؗのඞཁੑ

岡ాは1933（ত ÿ ）年に「༸画と術品ྻ館」のͳかで，芸術家や

一ൠの人が，す͙に芸術品に৮れることのできるྻ館や，日本の風ଏや

工芸品を展ࣔするスペースがあるきだとओுする。༄फӻの日本ຽ館

をࢥいىこさせるが，岡ాと༄にの関があるわけでͳく，欧ถにお

ける美術館・ത物館のׂを࣮見するݧܦを持ち，日本の美術・工芸のൃ

展をئうઌಋతͳ美術家・ࢥ家であれば，વの帰結としてಉじようͳ

ことを͑ߟるのであろう。ॏཁͳ෦であるので，ҎԼにൈਮする。

༸画をश;日本人はඇৗにଛͳཱにある。ߟࢀにͳるものが目に৮

れͳい。ݹい西༸の絵を見るػ会はຆͲͳい。ʜʜϑランスあたりで

は画家にͳらうとするऀは，খ学ߍの্ڃ時代から，खாを持つて，

ϧーϰϧ美術館へ௨つて，໊画のߏやݹいூࠁͳͲをスέπνし

て来る。ʜʜఇࣨത物館の֎に，日本に術品のৗઃྻ館がͳいと

い;ことは，զʑにとつて，ਫ਼ਆతにも物࣭తにも，Ͳれだけのଛࣦ

であるからͳい。ʜʜྻするとݴつても֎ࠃのものはຆͲͳいの

だからํがͳいが，日本の絵画，ூࠁ，工芸品だけでいいのである。

へばݴつてΙる。ʜʜ大きくࢥはຢ日本の風ଏのྻ館がཉしいとࢲ

人ྨ学館，খさくݴへばຽతྻ館はੋඇઃけͳければͳらͳいと

をೝࣝさせることにࠃຽにࣗࠃ，ヨーロッパのԿॲへ行つても。;ࢥ

बいてはৗにྗを੯しまͳい。ʜʜこのုで行つたら，ݹい工芸品

がつてΙても，それをͲうして作したのからͳくͳるであらう。

原࢝తͳもの，そのଞݹ作品をଟくहूして，それを工芸家が見る
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やうにͳれば，それから৭ʑͳ新しいものが生れて来る。ػց品か

らはԿも生れやうがͳい。ੲのものがよくつてΙれば੍作する人に

とつても心強い⚺。

これは，後にΈる児島虎次郎が，日本の芸術家がࢀরできるように西༸

絵画やイスラーム圏の工芸品ͳͲをहूし，日本の最初ظの美術館である

大原美術館のઃཱにつͳがっていく時代背景としてもॏཁである。

ú ɽϤーϩούに͓͚るイスラーム美術品ऩूとలࣔ

1897年から1901年までの岡ాのϑランス留学த，1900年にはパリでສࠃ

ത覧会が開࠵された。岡ాはϕϧΪーや，ೆϑランス，イタリアͳͲを旅

行し，イΪリスにࡏしてから帰ࠃしている⚻。このころ，ヨーロッパで

は19ੈل後からଓくイスラーム美術ブームにいていた。三্次உによ

れば，1883年にαマϧカンυからଟ数のペϧγアಃثが出すると，ヨー

ロッパ人はイスラームಃثに関心を持つようにͳり，その後1910年代まで

イラン，イラク，γリア，エジプトͳͲ֤でൃ۷され，市に出ճると，

欧ถのίϨクターやओཁ美術館がイスラームಃثをऩूするようにͳっ

た⚼。

時，ヨーロッパのओཁͳ美術館ではイスラーム美術が展ࣔされており，

絨毯をはじめとするイスラーム美術品の展覧会もしばしば開࠵された。ϰ

ィクトリア・アンυ・アϧόート美術館に代දされるように，ヨーロッパ

の工芸美術館は，時のヨーロッパの工ۀ品のデザインのߟࢀ作品とし

てੈք֤の美術工芸品をऩूし，展ࣔしていた⚽。

⚺　岡ా三郎ॿ「༸画と術品ྻ館」『美೭ࠃ』 Ā - þ （1933）， ÿ -10頁。
⚻　『画人　岡ా三郎ॿ』320-321頁ʀ『岡ా三郎ॿ　エϨΨンス・オブ・χッϙ

ン』199頁。
⚼　三্次உ「日本のペϧγアಃث」『イスラームಃ࢙ث研究』தԝެ美術出൛，

1990，175-194頁，特に179頁。
⚽　本ߘ，註 ø 。রࢀ
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時のヨーロッパの༷子は，ւ֎にෝいた日本人によってհされた。

東ژ美術学ߍߍの正は，1911（໌44࣏）年の『美術新報』に，欧

ถの学քでは近年，エジプト，アッγリア，ペϧγア，インυ，தࠃͳͲ

に関するݹߟ学తͳ୳究がんで，ൃ۷品を持ち帰ってത物館ͳͲにおい

て展ࣔ・研究し，それらに฿って品を作っていると報ࠂしている⚾。ま

た，エジプト美術も日本にհされており，画家のੴҪദはカイロのത

物館のݹ代エジプト美術品について報ࠂしている⚿。1917（大正 ý ）年の

『美術』は「ੈք美術館߸」で，日本における美術館のඞཁੑをઆくॹݴ

にଓき，ੈք֤のओཁ美術館がհされており，大ӳത物館のエジプト

展ࣔや，αス・έンジントン美術館のペϧγアಃثͳͲのイスラーム美

術品の展ࣔもٴݴされている⛀。こうした時代ঢ়گのͳか，ϑランスに

かったのが児島虎次郎である。

4 ɽ児島࣍ދ

画家の児島虎次郎（1881-1929）は，優れた絵画作品をすとಉ時に，

家の大原ଙ三郎のԉॿを得て，日本の人びとのために西༸絵画や美術ۀ࣮

品をहूした⛁。1929年に児島が48ࡀですると，大原ଙ三郎は，児島の

作品とそのहू品を展ࣔする目తで1930年に大原美術館をઃཱした。近年

では，工芸や内デザインもख掛けた児島を「૯߹デザイφー」としてଊ

⚾　ઇ堂生「正ߍを訪;―欧भ術ք近時の風ை」『美術新報』10 - 11（1911），
18-20頁，特に19頁。

⚿　ੴҪദ「カイローത物館一Ṯ（্）」「カイローത物館一Ṯ（Լ）」『美術新
報』10 - ý （1911），223-225頁および10 - þ （1911），189-193頁。

⛀　『美術』 ø - Ā （1917）， ø 頁および Ā -16頁。
，に，ࣗのためではͳくࢴ年に，大原ଙ三郎にあてたख（45࣏໌）1912　⛁

く日本の人びとのために絵画をߪೖしたい，という内༰がॻかれている。松岡
智子・時ӳ人『児島虎次郎』ࢁཅ新ฉࣾ，1999，158，236頁。この本は，児
島の日記やॻ؆ͳͲをࢀরしてԛの児島ฏが著した『児島虎次郎略伝』（児
島虎次郎伝記ฤ1967，ࣨࢊ年初൛，1992年再൛，ҎԼ『略伝』と記す）をجに，
新見をՃ͑たものである。
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͑るॏཁͳ研究もץ行されている⛂。

児島は ú 度ヨーロッパに渡った。一度目は1908（໌41࣏）年から1912（໌

年で，ϑランスとϕϧΪーで絵画を学んだ。ೋ度目は1919（大（45࣏

正 ÿ ）年から1921（大正10）年で，作品をαロン・φγϣφϧに出品する

΄か，マティスͳͲの画家のアトリエを訪Ͷて絵画をങいूめ⛃，ࠎ౹ళ

でಃثをߪೖした⛄。三度目は1922（大正11）年から1923（大正12）年で，

ヨーロッパ֤で作品をऩूし，エジプトでݹ代エジプト美術品ͳͲをೖ

खして帰ࠃした。

児島は一度目の留学時からさま͟まͳ美術館・ത物館を訪れている。

1908年にヨーロッパにかういધ旅の最தでも，ߓに্してはその

のത物館を見学し⛅，渡欧தは時おりパリに出て美術展やത物館を見てま

わった⛆。1911年にはϛϡンϔン，ィーン，ϕϧリンͳͲをճり，1912

年にはロンυンで大ӳത物館ͳͲを見学している⛇。ೋ度目のࡏதの

1919年にはパリでさま͟まͳ美術館，ࠎ౹ళをまわる΄か⛈，44日にわた

るスペイン旅行に出て，のちにアϧϋンブラٶ఼も描いている⛉。日記に

⛂　高梁市成羽美術館『૯߹デザイφー児島虎次郎』2011，および，所ऩのླ
まͲか「૯߹デザイφー児島虎次郎―生活の芸術化をめ͟して」（ ÿ -27頁）を
。রࢀ

⛃　『略伝』137頁。
⛄　ಉॻ，135-136頁。
⛅　ಉॻ，27頁。
⛆　ಉॻ，31-32頁。
⛇　ಉॻ，52-53頁。
⛈　ಉॻ，116頁。
⛉　ಉॻ，121-122頁。絵画作品は，大原美術館『大原美術館ᶙ� 児島虎次郎』

2022，48頁。スペインのイスラーム建築については，早くも1904-1905年に，
建築家で東ژఇࠃ大学でڭ佃をとる௩本༃が『美術新報』に ü ճ（ ú - 2ɼ
ú - úɼ ú - 20ɼ ú - 21ɼ ú - 22）にわたり報ࠂしている。そのͳかで௩本は，
ヨーロッパの建築家やྺ࢙家がスペインのムスリムの事をධՁしͳいのは，
फڭがҟͳることによるภ見であり，時はイスラーム文໌の΄うがΩリスト
日のようにൃ展した一ࠓ文໌よりもはるかにਐんでおり，ヨーロッパ文໌がڭ
Ҽは，イスラーム圏の学術によるものだとड़ている（『美術新報』 ú - 22
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は「堂裏のアラブ時代のモザイックの壮美優麗さはその前を去り難く，午

後再び見物して得がたき遺品を感嘆した」，「アラブの城塞を見る」�とあ

り，スペインのイスラーム遺跡に強い印象を受けたことがわかる。孝岡睦

子氏によれば，児島は最初の留学時には，画家エティエンヌ・ディネの著

作『アラブ人の生活風景』（Tableaux de la Vie Arabe）を所有しており�，

早くからイスラーム美術に関心を持っていたようである。

1913（大正 2 ）年に画家の湯浅一郎は『美術新報』に「オリエンタリス

ト」という記事を寄せ，「巴里にて此のオリエンタリストの展覧会を見て，

一層アラビヤ趣味の面白味を深く感じた。それで一度は近東諸邦を旅行す

る積りであつた。研究の結果エジプトに出掛けることにした」�と記して

いる。湯浅がパリのオリエント趣味に感化されてイスラーム圏を旅したよ

うに，児島もまた，ヨーロッパに来て，イスラームの美術や文化に開眼し

たのだろう。

児島は三度目の渡欧の帰途，1923年にエジプトを訪れている。その時に

児島が撮影した写真には，カイロ市内のモスクを背景に取り込んだものも

複数あり�，イスラーム建築への関心がうかがわれる。

4 - 1 　児島の絵画作品に見るイスラーム美術とのかかわり

児島の作品には，背景としてイスラーム圏の刺繍布や絨毯，家具を描写

したものもあり，イスラーム圏の工芸品を描いた日本の絵画として興味深

い。児島は，マティスをはじめとするヨーロッパの画家たちが，イスラー

（1905）， 2 頁）。
�　『略伝』122頁。
�　孝岡睦子「児島虎次郎　西班牙の旅」『生誕130年　児島虎次郎展』大原美術

館，2011，171-181頁，特に註46。
�　湯浅一郎「オリエンタリスト」『美術新報』12 - 10（1913），39-41頁，特に

39頁。
�　これらの写真については児島塊太郎，松岡智子，澤原一志『児島虎次郎―も

うひとつの眼』高梁市成羽美術館，2020，89-92頁。
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ム圏のテΩスタイϧや絨毯をूめ⛎，

アトリエに০り，作品に描き込んで

いることをり，৮ൃされたにҧい

ͳい。

児島はしくき߹った画家アマ

ンʹジϟンのアトリエも撮影してい

るが，そのนにはペϧγア絨毯が掛

けられている（ਤ ú ）⛏。ヨーロッ

パではイスラーム圏の絨毯展がԿ度

も行われ，ͳかでもペϧγア絨毯は

とりわけ美しく優れたものとೝࣝさ

れていた⛐。イスラーム圏の美術工

芸品をѪする芸術家もଟく，ϑϨ

デリック・Ϩイトンのように，イス

ラーム美術品でຒめਚくされたఛ（ݱϨイトン・ϋスത物館）を建て

る画家もいた。こうしたヨーロッパのイスラーム趣味が，児島に大きͳイ

ンパクトを༩͑たことは૾に難くͳい。

ҎԼ，児島の作品を見ていくと，とりわけテΩスタイϧの美しさが目を

Ҿくのが，1910（໌43࣏）年の「をணたϕϧΪーのগঁ」（高梁市成

羽美術館，ਤ û ）である⛑。これまで特ఆされていͳいが，このテΩスタ

イϧはࡏݱのパΩスタンで作られていたϑϧカリ（ਤ ü ）と͑ߟられる⛒。

⛎　マティスのूめたછ৫品については ┑a┸i┷┷e⓰ ┌i┷ Ar┸ a┲d ┌i┷ Tex┸ile┷⓾ T┬e 
┊abri┧ ┳┪ ┈rea┱┷�3PZBM�"DBEFNZ�PG�"SUT�-POEPO�2004をࢀর。
⛏　ಉॻ，39頁。1923年撮影。
⛐　:VLB�,BEPJ�BOE�*WÂO�4[ÂOUÓ�FET��T┬e ┗┬a┴i┲┫ ┳┪ └er┷ia┲ Ar┸⓾ ┇┳lle┧┸i┳┲┷ 

a┲d ┍┲┸er┴re┸a┸i┳┲┷ ┳┪ ┸┬e Ar┸ ┳┪ ┍┷la┱i┧ ┍ra┲ a┲d ┇e┲┸ral A┷ia�$BNCSJEHF�
4DIPMBST�1VCMJTIJOH�/FXDBTUMF�VQPO�5ZOF�2013�特に240頁。
⛑　『生誕130年　児島虎次郎展』65頁。児島はこの布をԿ度も描いている。
⛒　ྨ品として /BTSFFO� "TLBSJ� BOE� 3PTFNBSZ� $SJMM� ┇┳l┳ur┷ ┳┪ ┸┬e ┍┲du┷⓾ 

┇┳┷┸u┱e a┲d Tex┸ile┷ ┳┪ └a┯i┷┸a┲�-POEPO��1997�QQ��126�128�pH��203�

図 3 �　児島虎次郎の撮影によるアマン＝
ジャンのアトリエ，パリ，1923年
個人蔵
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೨りのかかっていͳいࢳݜを，໖布にઢతに刺してද面をຒめることで

きによってޫのࣹ具を刺すࢳ，Կ学తͳ༷を生Έ出すϑϧカリはز

߹がҟͳるため，ಉじࢳでもೱ୶がҟͳって見͑る。児島はそのҧいをϐ

ンクのೱ୶で描きけている。日本では見たことのͳい布の美しさにଧた

れて，絵画に取りೖれたのだろう。

，年の「をணたϕϧΪーのগঁ」（大原美術館）には（45࣏໌）1912

ϝμイヨン文絨毯が描かれ⛓，ಉ年の「ਭれる༮きモデϧ」と「ಡॻ」（と

もに大原美術館）には，絨毯とインυࣿߋをࢥわせる布が描かれている⛔。

1920（大正 Ā ）年の「ࡇりの」（大原美術館）は，オリエント風のҥ

をまとったヨーロッパのঁੑを描いており⛕，『略伝』には「ペϧγϟ

の風ଏをしたঁをத心に三ຕ࿈作のもの」とある⛖。イランに行ったこと

⛓　『大原美術館ᶙ�児島虎次郎』25頁。
⛔　『大原美術館ᶙ�児島虎次郎』26-27頁。
⛕　『大原美術館ᶙ�児島虎次郎』46-47頁。
⛖　『略伝』138頁。

図 4 �　児島虎次郎「和服を着たベルギ
ーの少女」1910年，高梁市成羽美
術館所蔵

図 5 �　フルカリ，パキスタン，19-20世紀頃，個人蔵
Colours of the Indus: Costume and Textiles 
of Pakistan,�p.�128より転載
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がͳい児島が「ペϧγϟの風ଏをしたঁ」を描いたのは，1909-1929年ま

でパリを੮רしたόϨエ・リϡスの影ڹによるものではͳいだろうか。ό

Ϩエ・リϡスは，オリエントをࡐとしたԋ目を，きらびやかͳオリエン

ト風のҥをまとってԋじ，そのงғؾは芸術やϑΝッγϣンにも影ڹを

༩͑ていた⛗。児島は，最初の留学からんでパリのオペラやԻָ会に行

っているので⛘，όϨエ・リϡスのも目にしているՄੑが高い。

1923（大正12）年の「画ࣨの༦」⛙と，1926（大正15）年の「白ҥのগ

ঁ」⛚（ともに大原美術館）にはҜ子が描かれているが，よくࣅたものが，

1915年に建ઃされたアトリエの写真（ਤ ý ）に写っている⛛。これは，

1500年ࠒのάラφμのҜ子をモデϧに19ੈࠒلにスペインで作られたも

のとܗঢ়がࣅており⛜，渡欧தにങいٻめたものだろう。

⛗　όϨエ・リϡスについてはւ߂म『՚麗ͳる「όϨエ・リϡス」と
芸術のੈք』パイ・インターφγϣφϧ，2020をࢀর。
⛘　『略伝』35，233頁。
⛙　『大原美術館ᶙ�児島虎次郎』59頁。
⛚　ಉॻ，66頁。
⛛　『૯߹デザイφー児島虎次郎』84-85頁。

図 6 �　児島虎次郎のアトリエ（倉敷市酒津）内部，�
年代不明，個人蔵

図 7 �　テーブル（児島虎次郎旧蔵），
インド，20世紀初頭
株式会社三楽所蔵，筆者撮影
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その΄か，1927（ত 2 ）年の「初ळ」と「࿇のՖ」（ともに大原美術館）

にはテーブϧが描かれている⛝。児島は，ಉछのテーブϧ（ਤ þ ）をいく

つも所有しており，それらはエジプトや東ೆアジアのものとհされた

が⛞，ྨ品とのൺֱから20ੈل初಄のインυと͑ߟられる⛟。

4 - ù 　児島にΑるहूとలࣔ

1921（大正10）年，児島はೋ度目の留学から帰ࠃするとす͙に，ෑで

し，大มͳධを得た。大原美術࠵を開「代འ西໊画家作品展覧会ݱ」

館の初代館，内ܿ真のճސによれば，「虎次郎は欧भ大খ市におけ

る美術館やത物館のൃୡがৗにఈれ͵刺ܷや研究のྐを༩͑てくれた，

ա͗し留学の日のわがのをࢥうにつけても，わがࠃにおけるかかる

じ得ͳかった。൴はこのېいをࢥるͳいݣঢ়を見てৗにݱઃのしいࢪ

度の渡欧ʦೋ度目の留学ʧにり，日本のएい画ెのために，せめて近代

絵画がᗔᗞとᇚをڝっているࡏݱのϑランスからͳりとزຕかの作品を持

ち帰って，わが画ஃへのଃ物としたいと͑ߟ」，そのئいを大原ଙ三郎が

受けೖれ，ۚࢿ面でԉॿしࣗ༝にߪೖさせたという⛠。

1922年のୈೋճ「ݱ代འ西໊画家作品展覧会」も大成ޭをऩめたため，

大原ଙ三郎は，໊画や工芸品のहूを目తとして，児島に三度目の留学に

かわせることにした⛡。日本人のためのहू活ಈというをඇৗにॏ

く受けࢭめた児島は，1922年 ü ݄に日本をൃち，途தのカイロでさっそく

ಃثͳͲをೖखし，パリにணくと，10日もしͳいうちにペϧγアݹಃثઐ

⛜　前ऀはϝトロϙリタン美術館にある（所ଂ൪߸45�60�40B）。後ऀについては
$ISJTUJF’T�-POEPO�Ar┸ ┳┪ ┸┬e ┍┷la┱i┧ a┲d ┍┲dia┲ ┛┳rld┷�"QSJM�25�2013�OP��
277をࢀর。
⛝　『૯߹デザイφー児島虎次郎』41頁。
⛞　ಉॻ，40-41，94頁。
⛟　ྨ品については "NJO� +B⒎FS� ┊ur┲i┸ure ┪r┳┱ ┆ri┸i┷┬ ┍┲dia a┲d ┇e┽l┳┲�

5JNFMFTT�#PPLT�/FX�%FMIJ�2001�Q��293をࢀর�（7�"�*.�37-1922）。
⛠　『略伝』140-142頁。
⛡　ಉॻ，152-153頁。
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のళを見ている⛢。υイπでは，美術関のॻ੶を300ߪೖし，ಃ

ثとし，ίペンϋーήンでも美術館やಃߟࢀहू家を訪Ͷてങいೖれのث

ίϨクγϣンを訪れ，美術ॻをങっている΄か，ストックϗϧムでも美術

館を見学している⛣。その後，パリのҩࢣμχエϧ・マリー・ϑーέのผ

ఛに௨い，൴がूめたϑスタート（エジプト）出のイスラームಃثのഁ

ยのͳかからྑいものをબんでいる⛤。帰ࠃが近ͮいた1923年 2 ݄には，

「もうগしങいしたいエジプト，ペϧγϟͳͲのݹಃثもある」と記し

ている⛥。ಉ年 ú ݄，パリを後にしてエジプトにࡏし，ࠎ౹ళやത物館，

遺跡を見てまわり，ಃยやݹ代エジプト美術品ͳͲをߪೖし， ü ݄に帰ࠃ

した⛦。

時，イスラームಃثは日本ではまだまだしいものであった。1919（大

正 ÿ ）年の『美術新報』には，建築家のதᑍਫ਼一郎がアϝリカから持ち帰

ったイタリアಃثやトϧίಃثのհ記事があり，それらは「كれに見る

品とӠ;ことはでき͵にしても此छのكれͳ日本にはๅとӠはͶばͳら

͵」とධされている⛧。ͳかでもペϧγアಃثは高くධՁされ，ಉ年の

『美術新報』には「
㈜㈭ㇹ㇢

ݱ༿をҎてするもӠひݴのきはԿͳるثのಃࢩ

し得͵ఔ，ひの高い物である」⛨とॻかれている。

のちに児島は，ݹ代エジプト美術品のओͳものはパリの有໊ݹ美術か

ら，一෦はカイロのݹ美術からߪೖし，ペϧγアಃثはパリのઐళで

⛢　ಉॻ，155-157頁。
⛣　ಉॻ，158-159頁。
⛤　ಉॻ，160頁。ϑーέとそのಃยίϨクγϣンについてはຟ༑子「アブー・

φスϧ・アϧʹόスリー作ԡしܕ০Ԗᬵஅย」『ࠃ՚』1416（2013），35-37
頁をࢀর。
⛥　『略伝』，167頁。
⛦　ಉॻ，169-171頁。
⛧　「தᑍ氏ক来ҏ太རѥম物ഈ見記」『美術新報』（東西美術出൛ࣾ൛） 2 - û
（1919），23-24頁。
⛨　三巴ړ人༁「ࢩのಃث」『美術新報』（東西美術出൛ࣾ൛） 2 - ý （1919），

12-14頁，特に12頁。
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ങったとड़たう͑で，ϑーέからೖखしたことについては「෦తͳが

らੈքతͳഁยのίϨクγϣンを日本は持ち得た次ୈであります」とड़ջ

しており⛩，日本人のために優れたイスラームಃثยを持ち帰ったࣗෛが

うかがわれる。

児島は，大原のためにहूしたこれらの美術品とはผに，ࣗ༻にパリ

やϕϧΪーのࠎ౹ళでオリエントの工芸品をೖखし，ञのアトリエにฒ

ていた⛪。アトリエを撮影した写真にはペϧγアのಃثやタイϧも写っ

ている（ਤ ÿ ）。その༷子は，訪れる人たちに強ͳ印象を༩͑，工芸家

のଜ一は，「ペϧγヤ，
㈊ ㈭ ㇵ

らࢄあたりの絨ᔀやらน掛やらが取りݹࣖ

されҜ子には೭のݹ྾れを๓ひ߹せてられたクッγϣンࢲのよう

ͳ工人に取てはۃめてॏすき物でした。ϘΨラ（චऀɿブϋラと

，ります」⛫とճしている。つまりډわれる）の美しい刺繍を֮へてࢥ

⛩　児島虎次郎「大原氏हूにबて」『美೭ࠃ』 û - û （1928），44-49頁，特に49
頁。
『アトリエ』「܅児島虎次郎」本ఞࢁ　⛪ ý - ü （1929），121-122頁，特に122頁。

その写真については『૯߹デザイφー児島虎次郎』，45，84-85頁をࢀর。

図 8 　児島虎次郎のアトリエに並べられたペルシア陶器など，年代不明
個人蔵
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児島のアトリエは，ペϧγアಃثの΄か，ペϧγアやトϧίの絨毯や布，

それらを༻いたクッγϣンや，ζϕΩスタンの刺繍（スザχ）ͳͲで০

られていたのである。

またผの訪ऀは「;くよかͳଖのޫはエジプト，Ϊリγヤ，ペϧγヤ

のݹ術をൿଂするアテリエをแΉ」と描写している。この訪ऀにίϨ

クγϣンܗ成のඅ༻をわれた児島は，「ଖれもํ๏です。一ྲྀのಓ具

に行つてんでങひますと，๏֎ͳことをਧきかけますが，Ջにあかして

あちこちと୳しาてങへばҊ֎҆くखにṜೖるものです。ಓ具ࣗがԿ

んだかօ目ޚଘじͳいのですから。オークγϣンͳんかでవめてങつてく

ると，そのதに，ؾのかͳい۷り出しものがࠞつてΙるのです。Ӭいؒ

巴里にྲྀれ込んで来た品物ですから，ࣺて難い面白いものも有ります」と

͑ている⛬。

帰ࠃからؒもͳい1923（大正12）年 ÿ ݄には，「ୈ三ճହ西໊画家作品

展覧会」と「ᆍ
ㇺ㈙㈊

・ٴ
㈜㈭ㇹ㇢

びٴࢩ
㈊ ㈭ ㇵ

。⛭された࠵展覧会」がෑで開ثಃݹݹࣖ

これらは高くධՁされ，1924年 ý ݄に，Ըژࣀത物館（ژݱཱࠃത物

館）は，エジプト，ペϧγア，トϧίのಃثとಃยをಉ館に展ࣔすること

をґཔした。そのため，児島は出するものをબఆするのだが，この作ۀ

にಃ芸家のՏҪ次郎らもՃわっている⛮。そして，1924年にಉ館で「֎

邦ݹಃث展覧会」が開࠵され，『֎邦ݹಃूث成』が出൛された。さらに，

1928年には東ژ美術館（ݱ東ژ美術館）でも，ヨーロッパ໊画とエジ

プト・ペϧγアݹಃثの展ࣔが行われた⛯。このことは，児島の持ち帰っ

たイスラームಃثが時の日本で大きͳインパクトをもち，そのॏཁੑが

⛫　ଜ一「児島さんのアトリエ」『アトリエ』 ý - ü （1929），125-128頁，特
に126頁。
⛬　岡ా一「খ島（ママ）虎次郎氏のݹ美術हू」『ΈͮΚ』227（1924），

48-51頁，特に50頁。
⛭　『略伝』175頁。ෑ文化ڠ会ओ࠵。
⛮　『略伝』180-181頁。
⛯　ಉॻ，224-225頁。そのカタロάが『ହ西美術展覧会ਤ』である。
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ೝࣝされていたことをࣔしている。

4 - ú 　児島にΑる੍ܳ作͓Αͼࢦܳಋ

࣮は，児島もまた工芸に深くかかわっていた。最近の研究で，イスラー

ム美術をߟࢀした作品をいくつも作っていることが໌らかにされている⛰。

児島によるトϧίのイζχクಃثのスέッνや⛱，12-13ੈلのペϧγア

ಃثをしたಃث作品⛲，ペϧγア絵画の人物૾をデザインに取りೖれた

ண物ͳͲからは⛳，児島がイスラーム圏の美術工芸品からデザインを学び，

ࣗらの工芸品੍作にཱてていたことがかる。

ླまͲか氏によれば，大原ଙ三郎は1920（大正 Ā ）年にෑ文化ڠ会

をൃさせ，ෑの特࢈品を生Έ出そうとしており，これを受けて児島は，

1924年にアトリエ近くに「ଖָ堂」と໊けられる工をつくり，ここで

家具作家や工作家をࢦಋした⛴。1925年には，児島が内デザインをख

がけたখॅډ「ແҝ堂」がண工し，1926年にॡ工した⛵。興味深いのは，

児島のࢦಋのもと，ઌに見たインυのテーブϧ（ਤ þ ）をख本として੍

作されたテーブϧがൢചされたことである。これは，1928年 Ā ݄28日の新

ฉ記事にͳっているので ，よ΄Ͳ関心をूめたのだろう。

こうした児島の活ಈは，時の人びとに「趣味త」とөったようで，ຬ

୩࢛ࠃ郎は，児島の後す͙の1929年に「児島܅も最近গし趣味のํへ

⛰　『૯߹デザイφー児島虎次郎』2011およびོ࢛֯ೋฤ『児島虎次郎は見たʂ
オリエント文化　東西のՍけڮ』岡ࢁ市ཱオリエント美術館，2014をࢀর。
⛱　『૯߹デザイφー児島虎次郎』，62-63頁。
⛲　「後70年　児島虎次郎」展࣮行ҕһ会ฤ『後70年　児島虎次郎』1999，

142頁，ਤ൛127ʀ『児島虎次郎は見たʂ』86頁，ਤ176。
⛳　『児島虎次郎は見たʂ』84頁，ਤ171。
⛴　『૯߹デザイφー児島虎次郎』，18-19，114-131頁ʀ内ܿ真「ෑとその近

。の工」『工』32（1933），15-24頁，特に21頁ࡏ
⛵　『૯߹デザイφー児島虎次郎』，18-19，100-113頁 �『略伝』187-191ɼ197-

198頁。
　『૯߹デザイφー児島虎次郎』，131頁。大ࡕே日新ฉ　岡ࢁ൛1928年 Ā ݄28
日 Ā 面「ଖָ堂作品展」記事。
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つてΙたがあれがまた再び絵のํへฦる日があれば，それこそنの大き

いい作品が出来たであらうに，શく৭ʑのํ面から੯しまれる人であ

る」とॻいている 。

しかし，「ଖָ堂」において，品としてൢചされる工品のデザイン

をࢦಋし，ࣗらの美ҙࣝによって内をख掛けたখॅډ「ແҝ堂」をつく

ったのは「趣味」のようͳָؾͳものではͳい。これは，近代化するࣾ会

のͳかで，すたれΏく工芸を見し，生活の美化をめ͟すという，ラスΩ

ン，モリスのࢥや༄のຽ芸ӡಈにもڞ௨する，近代化を成し͛たࠃに

。௨して見られたҙࣝによるものではͳいだろうかڞ

岡ా三郎ॿも児島虎次郎も，ࡏݱでは画家としてられるばかりで，྆

ऀがともに工芸ࢦಋをし，ࣨ内০をॏࢹしていたことをる人はগͳい。

岡ాと児島は，19ੈلから20ੈل初めのヨーロッパにおいて，西༸絵画

を学んだだけでͳく，デザインと工芸のかかわりの深さや，デザイン・ι

ースとしてイスラーム美術品がहू・展ࣔされていること，૯߹芸術とし

てのࣨ内০のॏཁੑをもೝࣝし，その学びを日本にؐݩしようとしたの

だと͑ߟられる。

ü ɽຊ٢ݑ

ü - 1 　ຊとイスラーム美術ɾݐங

ಃ芸家の本（1963-1886）٢ݑは，東ژ美術学ߍਤҊՊに学び，そこ

で༉絵を୲していたのが岡ా三郎ॿだった 。1908年，本はଔۀを

たͣにロンυンにࢲඅ留学してステンυάラス੍作を学Ϳ΄か，ϰィクト

リア・アンυ・アϧόート美術館に日ࢀして，Կඦຕも所ଂ品をスέッν

した 。そのスέッνのͳかには，イスラーム圏のۚଐ৪や，ペϧγ

　ຬ୩࢛ࠃ郎「児島܅の事」『美術新』 û - ü （1929），96-97頁。
　太ాྟ一郎「एき日の本٢ݑ（্）」『ຽ芸』35（1955），36-41頁，特に36
頁。
　本٢ݑ「ࢲのཤྺॻ」『ࢲのཤྺॻ　文化人 ý 』日本ࡁܦ新ฉࣾ，1983，
182-229頁，特に199-200頁（1962年初出）。これらのスέッνのうちඦ数ेຕ
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ア絨毯，トϧίの刺繍布からとった

モνーϑͳͲがؚまれる（ਤ Ā ） 。

さらに興味深いことに，1909年か

ら1910年にかけて，イスラーム建築

のௐࠪを行っていた文෦লٕ，新
ㆫㆂ

家
ㆮㆿ

孝正のॿखとͳってエジプトやイ

ンυをճった 。というのも，໌࣏

ఱ50ߖ年記೦ത覧会を行うܭ画があ

り，その建物を，ҏ東太のൃҊで

イスラーム建築༷ࣜで建てるために，

新家はイΪリスྖインυ֤の建築

を໋じられたのであるࢹ 。それ

Ώ͑新家と本は，イスラーム建築

に関する10ສԁものߟࢀॻとカϝ

ラをങい込Έ，カイロとインυ֤をまわり，イスラーム建築のߏや

০をௐて撮影した。 2 ʙ ú か݄でモスク，ٶ఼，ุṪͳͲのイスラーム

建築と，モザイク০やఱҪͳͲのࡉ෦，あわせて500ຕの写真を撮り，

লにૹったが，໌࣏ఱޚ่ߖによりത覧会が取りやめにͳり，写真

とカϝラとイスラーム建築についてのߟࢀॻは，লのݿにೖった

まま関東大ࡂでࣦわれたという 。

が，1927（ত 2 ）年に東ژ美術館で展ࣔされ，大มͳධをݺんだという。
ಉॻ，211頁および『生誕120年　本٢ݑ展』ே日新ฉࣾ，2006，274頁。
　『生誕120年　本٢ݑ展』42-44頁。
　ಉॻ，270頁ʀதࢁम一「1909-1910年のロンυンにおける本٢ݑ（ 2 ）ϰ
ィクトリア・アンυ・アϧόートത物館とதԝ美術・工芸学ߍでの学श，Լ॓
生活，そしてエジプトとインυへのௐࠪ旅行」『ද象文化研究』 þ - ø （2007），
59-88頁，特に71-73頁。
。201頁「のཤྺॻࢲ」　
　ಉॻ，202-204頁ʀ本٢ݑड़，内౻⃕記「本٢ࣗݑ伝」『৭絵࣓ث　本
。80頁，特に72-73頁-1969，67，نୈ一๏『٢ݑ

図 9 �　富本憲吉による，ペルシア絨毯の
スケッチ，1908-1910年

『生誕120年　富本憲吉展』43頁より
転載
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のちに本はそれを೦がりͳがらも「ճڭのさま͟まͳ০をつͿさ

に؍するػ会を得て，ࢲのক来の事にとってܾしてΉだͳことではͳ

かったと͑ߟている。特に，ճڭの༷は，ʜʜ，زԿ学తͳ༷ばかり

ͳのである。そのからもϢχークͳऩ֭があったとい͑よう」 とड़

て，イスラーム০が，൴の੍作活ಈのཆにͳったことをࣔࠦしている。

また，イスラーム建築を০るアラビア文ࣈの文の美しさにもѹされて

おり，後年，「文ࣈを༷として取ѻ;事はਵҎ前からߟへてډた事で

あるが，それをߟへ出すと欧भதੈの০文ࣈや，एいࠒ見たカイロやճ

に༷をされたのが಄ࣈ文ڭӃの建物前面に大きくூられたճࣉڭ

に来て，શくखもも出ͳかった」 と記している。

イスラーム圏にෝき見ࣝを͛た本は，1912年の「Ҝ子の」のͳか

で，「ペϧγヤ印度そのଞのճڭ圏のҜ子にも面白いࣗのきͳものが

ଟくあります」とड़，時カイロで༻されていたҜ子の写真をࡌܝし

ている 。また，1911年には，「ಓָに，٬ࣨを݉Ͷた ø ౩を建てるͳら，

ೆଆにౙ༻のイΪリスాࣷ風の෦を，ଆにՆ༻のペϧγϟ風の෦を

つくり，࠼りのよいインυ絨毯をෑいた෦でౙをա͝したい」という内

༰を記しており，൴のイスラーム趣味がうかがわれる 。

本はその΄かにも，イスラーム美術についての興味深い記ड़をして

いる。1912（໌45࣏）年の「工品に関するࢲ記より（্）」では，α

ス・έンジントン美術館では絵画と，ࣿߋ，ペϧγアಃث，エジプトやロ

ーマの৫物ͳͲの工芸品がಉに展ࣔされており，そこに優ྼがͳいこと

を学んだ，とड़ている。そして「ݹいペϧγヤの諸作品にࢀらされ」，

。204頁「のཤྺॻࢲ」　
　『モμンデザインのઌऀۦ　本٢ݑ展』ே日新ฉࣾ，2000，84頁のߟࢀਤ
൛「ৗ༻༷ീछਤ」のࣗච文ষ �「1909-1910年のロンυンにおける本٢ݑ

（ 2 ）」66頁。ઢはචऀによる。
　本٢ݑ「Ҝ子の」（Լ）『美術新報』11 - 12（1912）18頁。写真は「Ҝ子
の」（্）『美術新報』11 - 11（1912），11-16頁の16頁ࠨԼにࡌܝ。
　本٢ݑ「ࣨ内০ອݴ」『美術新報』10 - 11（1911）年，23頁の一෦をཁ。
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「ペϧγヤதੈلのಃۃ，ثബいがかつた白৭の，すき௨つた੨や，

ʑとଧつたೱい，γϟープͳචக，ࣗ༝で๛ͳ༷，正しい֎ܗの

美ʑしさが಄にුびます」とペϧγアಃثを高くධՁする。さらに，α

ス・έンジントン美術館のイスラームಃࣨثに，தࠃとペϧγアやイン

υのಃثがฒて展ࣔされており，தࠃのࡼの༷がペϧγアやインυで

写されていくうちに่れる༷子に，「一छの面白Έをೝめる事が出来ま

す」とड़る。また，ラϗーϧで見たムΨϧே時代のุṪのυームを০る

については，「のथのதにԕくから見るとখいϋイライトがѼવເנ࠼

の༷にޫつてଖれがෆಁ໌の真੨ͳ真चを見る༷でした，大ม៉麗だと

ひました」と，その美しさをশ͑ている。絨毯は特にペϧγアのものがࢥ

優れているとして「ペϧγϟのものはҙؾͳӶいಃثに見るؾ持とಉじ༷

に࣮にたまらͳいものです」と記している。この記事のͳかで，৫物の研

究や，ࣿߋや絨毯のࢼ作へのҙཉをࣔしており ，ロンυンの美術館や，

エジプト・インυで見たイスラームの建築や美術工芸品が，大きͳ刺ܹに

ͳったことがかる。

ü - ù σβイϯのઓʕϞϦスとイスラーム美術Λ௨ͯܳ͡　

本は，1912（໌45࣏）年に「イリアム・モリスの」をൃදする 。

これが工芸美術家としてのィリアム・モリスを日本にհしたᅘとさ

れる 。留学前からモリスに関心を寄せていた本は ，ϰィクトリア・

アンυ・アϧόート美術館において，モリスの作品と，モリスࣗも強い

影ڹを受けたイスラームの美術工芸品にし，モリスへのཧղとڞ感を深

めたにҧいͳい。エジプトやインυを旅してイスラームの美術，工芸，建

　本٢ݑ「工品に関するࢲ記より（্）」『美術新報』11 - ý （1912），
ÿ -14頁。
　本٢ݑ「イリアム・モリスの（্）」『美術新報』11 - û （1912），
14-20頁ʀ「イリアム・モリスの（Լ）」『美術新報』11 - ü （1912），22-27頁。
　「एき日の本٢ݑ（্）」38頁。
。198頁「のཤྺॻࢲ」　
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築に৮れたこともモリスཧղに᧐ӹしたはͣである。ҎԼのように本は，

ࣗのւ֎ݧܦや，日本の工芸のݱঢ়についてもٴݴしつつ，モリスの活

ಈやݴઆをհするのである。

ʜʜࢲが印度から持つて帰へつたࣿߋがイクラたつてもછめた人のҙ

志௨りに美しいॲがগしもมらͳい事を味はひ，ٕ術にͳモリス

のߟへをଚॏする೦をىします，さうしてࢲも日本ࡏ来のクνφγ，

モʍΨϫの২物છྉがօ人にれられて҆Ձとख（ѱいΈ

の）とख数がೖら͵アχリンછྉが日本にも行はれてΏくのをかͳし

Έます。

刺繍はモリスがएいࠒからඇৗにきͳものでした，ਵつてྑいਤ

Ҋもࢁあります。ʜʜ日本の刺繍のଟくは༨りにҦΏる写࣮ͳらΉ

とするٕにัへられて༷の面白Έをແࢹしてډるとモリスはݴ;

てډる，此の֎ࢧಹ印度ペϧγϟの刺繍にいてもརӹあるࠂをあ

たへてډる 。

また，モリスがイスラーム圏の絨毯に学んだ真伨ͳ࢟を次のように描写

する。

モリスが୭れも見かへる人のແかったカーペットの作をੈؒの人に

らしめҙさせ༷とܾ心した事はඇৗͳ事とࢥひますʜʜઌͣ൴れ

はݹ代ペϧγϟの៚௨にてॆにடংతͳ研究をகしました，人の

खをआらͣ୭れにもڭはらͣにಠりで৫れる༷にͳるἬ，ຌてのࡉ෦

に渡つたղやࢼ作（ଟく৫りํに）にඅひやした時ؒと࿑ྗをߟへ

ると，ࢲの此の人をଚܟする೦に一層のޫをはͳつ༷にࢥはれます

ʜʜモリスはカーペットとӠ;東༸特ผͳ美しい美術品を心ͳ研究

　「イリアム・モリスの（Լ）」23頁。
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でऴにࣗのものとகしました，1893年の工品展覧会に出品された

カーペットは大ม面白い大きいものでペϧγϟの本物とྻてྼらͣ

ຠଖの্ӳࠃのؾがزೖつてډるཱͳものだつたさうです 。

本は，ࣿߋや，モスク༷の刺繍作品 をख掛けたが，これもイスラ

ーム美術に感をうけて，絨毯ͳͲを࣮作したモリスとڞ௨している。྆

ऀは，イスラーム圏の美術工芸品をཧతͳものととら͑，൴らの時代の

工芸品のあるき࢟をٻしているのである。

本は，ࣗの༷を生Έ出そうとฃಆしたが ，そのݫしいಆいのͳ

かでཆとͳったものの一つがイスラーム美術である。本は「ロンυン

のアϧόート・アンυ・ビクトリア（ママ）ത物館でのスέッνは，ࢲの

のちの事の݂とͳりとͳった。ࢲのমき物やਤҊが新風を開いたのは，

この時代のスέッνが大きͳྗにͳっているとࢥうが，そればかりではͳ

い。もしこのത物館をらͳかったら，ࢲはおそらく工芸家とͳることは

ͳかったとࢥう」 とճސしている。すͳわち，イスラームのものをؚΉ

ੈքの工芸品学शが，その੍作活ಈのૅにͳったと໌ݴしているのである。

こうしたイスラーム美術・建築からの影ڹを，ࢣの岡ా三郎ॿは早いஈ

֊から見ൈいており，1917年には本の芸術について，「ᆍ
ㇺ㈙㈊

ペϧスʦペ，ٴ

ϧγアʧ，印度あたりのݹ建築ͳͲを見て㕩られたので，それがຢࠓ日の

「とͳつたのであらうૅجの術の܅ とड़ている。イスラーム圏の美

術・工芸に৮れていた岡ాͳらではの見と͑ݴるだろう。

　「イリアム・モリスの（Լ）」24頁。
　本の刺繍作品については松Լి工ࣚ留ϛϡージアム『本٢ݑのデザイン
ۭؒ』2006，39-41頁をࢀর。
　本٢ݑ「༷ࡶ感」『美術新報』13 - 12（1914）， þ-Ā 頁。本は，時の
日本に৬人తਤҊ家があ;れていることにػة感をද໌している。
。200頁「のཤྺॻࢲ」　
　岡ా三郎ॿ「ଈ興తのものがଟかった」『美術』 ø - ý （1917）年，23-24頁。
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ý ɽ͓わりに

Ҏ߱の日本の芸術家に，イスラーム美術・建築がおよ΅したインظ࣏໌

パクトについては，΄とんͲ研究がͳされていͳい。しかし，本ߘで取り

্͛た岡ా三郎ॿ，児島虎次郎，本٢ݑの芸術や活ಈには，イスラーム

美術・建築が大きく関༩している。

岡ాがͳͥ工芸に関心を寄せたのか，ेにはٞされておらͣ，趣味

としてѻわれることもある 。しかし，ここで見たように岡ాが工芸に௨

じ，イスラーム圏のものをؚΉ工芸品をहूしたのは，日本の芸術・工芸

のൃ展のためであった。

児島もまた，日本の芸術のൃ展のためにཱてるというެڞҙࣝから，

。代エジプトやイスラーム圏の美術工芸品をւ֎でहूし，持ち帰ったݹ

そして，展ࣔや工芸ࢦಋ，ࣨ内০にܞわることを௨じて，हूしたւ֎

の美術工芸品をࣾ会తにཱてようとした。

日本を代දするಃ芸家の一人である本の作品の΄とんͲには，イスラ

ーム美術・建築のతͳ影ڹは取できͳい。しかし，൴ࣗがड़た

ように，एいころのイスラーム美術・建築の学शが，その芸術のཆとͳ

っているのである。

これまで，20ੈل前に活༂した画家や工芸家の活ಈを，イスラーム美

術とのかかわりからߟする研究は΄とんͲͳく，岡ా，児島，本とイ

スラーム美術・工芸との関もेにじられることがͳかった。しかし，

ú 人を௨じてҎԼのことが໌らかとͳった。൴らは時のヨーロッパで，

イスラーム圏の美術工芸品がओཁͳ美術館にऩू・展ࣔされ，絵画に描き

込まれ，画家たちのアトリエを০り，ヨーロッパの工ۀ品のデザインの

রされていることをった。それΏ͑に，イスラーム美術ࢀ品としてߟࢀ

品を日本に持ち帰り，アトリエに০り，展ࣔし ，出൛し，࣮作にཱて

　松本一『岡ా三郎ॿ』103-104頁。
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たのである。つまり，19ੈلから20ੈل初めにヨーロッパに渡った画家

や工芸家の一෦は，ヨーロッパの芸術を学Ϳだけでͳく，イスラーム美術

のॏཁੑをもೝࣝしたために，日本に持ち帰ってଟくの人の目に৮れるよ

うにしたり，あるいは，੍作活ಈのཆとしたのである。イスラーム美

術・建築をண眼として，く20ੈلの日本の芸術家をৼりฦれば，্ड़

のようͳଆ面がさらに໌らかにͳるだろう。

謝辞

　本研究のௐࠪにあたり，ԕࢁ記೦館，高梁市成羽美術館，大原美術

館，ࣜג会ࣾ三ָの関֤Ґのํʑには大มおੈにͳりました。こ

こに記してँҙをදします。

　岡ా三郎ॿ所ଂのペϧγアの絵画と布，児島虎次郎所ଂのペϧγアಃثとイ
スラーム圏の布，大原ଙ三郎所ଂのペϧγアಃثとイスラーム圏の布ͳͲが，
1928年の໌ܒ会ཱे年記೦展覧会に出品され，ಉ年の『໌ܒ会ཱे年記೦
展覧会ਤ』にࡌܝされた。この展覧会についてはాח༝美子「近ݱ代日本と
イスラーム美術・建築」115-117頁をࢀর。


